
f様式第二号の九(第八条(/)四の六関係)

(第 1面 )

産業廃棄物処理瓢・恥劉
‐
実施状況報告書

令下口7年 6月 23日

長崎県央E事 大石 資吾 殿

提出者

住 所 福岡県福岡市博多区博多駅東 1丁 目14番1号
氏 名 前田建設工業株式会社九Jll支店

常務執行役員支店長 花岡 信一
(法人にあつては、名称及び代表者の氏名)

電言音番号  092-451-1541

廃藁物♂)処理及び清掃に閥する法律第 12条第 10項の規定に基づき、令和6年度の産業廃葉物処
理計画の実施状況を報告します。

講田建設工業株式会社九ど11支店 松浦 2号 トンネル作業所 他事 業 場『
〕 名 称

事 業 場 め 所 在 地 長崎県松浦市御厨町田代免601番地(長崎市、佐世保市を除く)

事 業 ♂)種 類 06 総合工事業

産業廃薬物処理計画における

書|・  画  期  間 令不目6年 4月 1日 から令和7年 3月 31日 まで

目標値 目標値

10t 10t

10tOt

Ot 4t

OtOt

Ot 0

項 目

排   出   量

処 理 委 託 量

全 処 理 委 託 量

産業廃葉物処理計画における目標値

項 目

自ら再生利用を行 う

産 業 廃 秦 物 の 量

自 ら埋 立 処 分 又 は

海洋投入処分 を行 う

産 業 廃 棄 物 ♂
‐,量

自ら熱 回収 を行 う

産 業 廃 棄 物 ♂)量

自ら申FR号処理により減量する

産 業 廃 葉 物 の 量

優良認定処理業者今の

処 理 委 託 量
再生利用業者への

処 理 萎 託 量

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

※事務処理禰 -7:6: 6

(日 本産業規格
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実績値頭 田

①J卜出Hl

② +③ 自ら再生利用を
行つた餞

0自 ら熱回囃Rを行つた量

豊 した豊

自ら中間処理により減

③キ9自 ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

③と処理姜誕・最

者への

書と処

0優良認定処理

⑫再生利用業者への処理
李託量

⑬熱回収認定婆者への処
理委託量

⑬熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処

理委託量

計画の実施状況 (産業廃築物の種類 : 〕

⑩のうち再生利用

業者′ヽの処理義託最

⑬

⑪のうち熱回収
~謎、定

業者 への処理 萎託晨

⑬

⑩げううち熱回収認定
業者以外♂〕

熱回収を行 う業者
への処理委託豊

⑭

自ら申問処理した後
再生や1用 した量

③

白ら申間処理 した後

自ら理立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら

中閣処理 した後
『
〕

処理委託量

⑬げ)う ち優良認定

処理巣寺デヽの

推亀理委託量

③

自ら中間処理 した
の

した最り

自ら申間処理 に よ

自ら直接

再生利用した量

②

自ら直接埋立処分又|ま

海詳接入処分した量

③

自ら申問処理
し

0の うち熱回収
|を行つた盈

排   出  量

①

不要物等発生量

（鞘
憎
副
）



(第 3面 )

備考

二 翌年度σ〕6月 30日 までに提出することっ

2 「事業の種類選♂)欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

3 「産業廃棄物処理計画における日標値」(ア)欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。

4 第2面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄σ
'そ
れぞれに、(1)から〔14)

イこ掲げる量を記入すること。

(1)③欄 選当該事業場において生じた産業廃棄物の量

(2)②l岡 (1)の量のうち、中問処理をせず直接自ら再生利用した量

(3)③輛 (1)の量のうち、中問処理をせギ
4直
接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

(4)⑬欄 (1)♂う量♂)う ち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前σ〕最

(5)⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行つた量

(6)◎輔 自ら中間処理をした後の量

(7)④補 (4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8)③ l関 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(9)③欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及ぴ海洋投入処分した量

(10)⑩補掘 中閣処理及び最終処分を萎託した量

(ll)①欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者 (廃薬物♂〕処理及ぴ清掃に関する法律施行令

第6条の11第 2号に該当する者)への処理委託量

(12)⑭機 (10)の量のうち、処理業者へσ)再生利用委託量

(と3)Q輛  (10)の量のうち、認定熱回収施設設重者 (廃薬物の処理及び清掃に関する法律

第15粂σ)3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への焼郵処理委託量

(14)④靭 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外守熱回収を行つている処理業者への

焼却処理委託量

5｀ 第2面の左下の表には、項目ごとに、産業廃薬物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。

6 産業廃藁物の種類が2以 _上あるとき,よ、産業廃菜・物の種類ごとに、第 2面♂)例により産業廃

棄物処理計画♂)実施状況を目月らかにした書面子を作成し、当該書面を添付することも

7 ※欄は記入しないことと



計 画 の | (産業廃棄物の種類と ガラス・陶磁器くず  )

実績値

8
/

0

0

0

B

8

生6

0

項 目

③排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③十⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託曇

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

①のうち再生利用
業者への処理委託量

1.6

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

|

|
①

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託豊

④のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

8り

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した員

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

自ら中間処理した

後の残さ豊

自ら中間処理によ
り減量した豊

③

自ら中間処理
した豊

①のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

ё

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

有償物量

排出量

不要物等発生量

（
第

２
面
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| ( 産業廃棄物の種類 : 廃プラスチック類  )

実績値

8.4

0

0

0

M

8.4

5。2

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

④全処理委託量

⑦優良認定処理業者への
処理委託量

@再生利用業者への処理
委託量

③熱回収認定業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処理

委託量

①のうち再生利用
業者への処理委託量

5.2
⑫

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑪

①のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

8.4
り

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量
自ら中間処理した
後の残さ豊

自ら中間処理によ
り滅量した量

自ら直接

再生利用した量

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

⑨

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

排出量

8.4
①

有償物量

不要物等発生量

（
第

２
面

）



| (産業廃棄物の種類 : がれき類 )

実隼費値

47.5

0

0

0

0

4■3

0

47.5

0

項 目

①排出量

②十③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③+⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者
^の
処理

委託量

⑭ l

①のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託盈

⑩のうち再生利用
業者への処理委託登

47.5
∪

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託豊

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0U

自ら中間処理した

後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

③のうち熱回収
を行つた豊

自ら直接
再生利用した量

有償物量

排出量

47:5

不要物等発生

（
第

２
面
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(産業廃棄物の種類: 混合廃棄物 )

実績値

0.65

0

0

0

0

螂

0.65

0.45

0

項 目

O排出量

②十③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

IЭ優良認定処理業者への
処理委託量

19再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

①のうち再生利用
業者への処理委託量

0.45廼

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑬

①のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処I理委託貴

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海岸投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託畳

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

&65∪

自ら直接処理した後
再生利用した登

自ら中間処理した
後の残さ豊

自ら中間処理によ
り激豊した量

g

自ら直接埋立処分又は

海岸投入処分した量

自ら中間処理
した豊

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利由した量

有償物量

排出量

0,65

不要物等発

（
第

２
面

）



(産業廃棄物の種類 : 金属くず )

実績値

2,26

0

0

0

0

2日20

2.26

2.26

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた豊

⑤自ら熱回収を行つた量

①自ら中間処理によ甲減量し
た量

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑭再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理

委託量

①のうち再生利用
業者への処理委託量

2.26∪

⑩のうち黙回収認定
業者への処理委託量

③

①のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託豊

226U

自ら直接処理した後
再生利用した量

③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した盈

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

④のうち優良認定
処理業者への
処理委託豊

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら中間処理
した量

①のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

②

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した豊

有償物量

排出量

2.26
①

不要物等発

（
第

２
面

）



(産業廃棄物の種類 : 紙くず )

実績値

0.3

0

0

0

0

0.3

0.3

0

項 目

③排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託豊

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑪熱回収認定業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理

委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理姜託豊

043
⑭

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑬

①のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

③のうち優良認定
処理業者への
処理委託豊

0.3
③

自ら直接処理した後
再生利用した豊

③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海岸投入処分した畳

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託豊

自ら中間処理した

後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

②

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した畳

③

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

0.3
●

不要

（
第

２

面

）



(産業廃棄物の種類 : 木くず )

⑬

CDのうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託豊

29.975⑫

①のうち熱回収認定
業者への処理委託豊

20B75

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託豊

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託豊

29.975

自ら直接処理した後
再生利用した量

①

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した最
自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した畳

⑫

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

⑨

自ら中間処理
した量

有償物量

排出量

不要物等発生量

実績値

29.975

0

0

0

0

鰤.O,3

29,975

29.975

0

項 目

①排出量

②+⑤
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理姿託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑭再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



(産業廃棄物の種類 : 廃石脅ポード   )

実績値

3.1

0

0

0

0

al

&1

8.1

0

項 目

①排出量

②+⑥
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③十⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

③優良認定処理業者への
処理委託量

⑦再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処理

委託最

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委読畳

①のうち再生利用
業者への処理委託量

B.1
⑭自ら中間処理した後

自ら埋立処分又は
海洋投入処分した豊

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

③のうち優良認定
処理業者への
処理委託豊

8.1
υ

自ら直接処理した後
再生利用した豊

⑨

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した豊

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた豊

自ら直接
再生利用した量

有償物量

8,1

排出量

不要物等発生量

（
第

２
面

）



様式第二号の九 (第八条の四の六関係)

(第 1面 )

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、令和 5年度の産業廃棄物処

理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

長崎県知事 大石 賢吾 殿

提

住

氏

出者

2025年  5月 13日

弓藍舌舌番手計  0950-53-0522

所 長崎県平戸市生月町壱部浦671
名 増山建設lttl 代表取締役 増山富博
(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

事 業 場 の 名 称 増山建設株式会社

長崎県平戸市生月町壱部浦67-1事 業 場 の 所 在 地

事 業 の 種 類 D06 総合工事業

産業廃棄物処理計画における

計  画  期  間
2024年 4月 1日 ～2025年 3月 31日

目標値 目標値

1,100t

1,100t

t出 量

t t

t

tt

t t

項 目

t'F 全 処 理 委 託 量

産業廃棄物処理計画における目標値

項 目

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

再生利用業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

自ら再生利用を行う

産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら埋 立 処 分 又 は

海洋投入処分を行う

産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら熱 回収 を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により減量する

産 業 廃 棄 物 の 量

※事務処理欄 返

穏
｀

-715:穐 5

(日本産業規格 A



(第 3面 )

備考

1 翌年度の 6月 30日 までに提出すること。

2 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

3 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。

4 第 2面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、 (1)か ら(10

に掲げる量を記入すること。

(1)①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量
C)②オ開 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

偲)③オ開 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

他)④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5)⑤欄 但)の量のうち、熱回収を行った量
(D⑥欄 自ら中間処理をした後の量
係)⑦l開  他)の量から俯)の量を差し引いた量
偲)①欄 皓)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量
0)⑨欄 0の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

(1い ⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量
(H)①欄 (l① の量のうち、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第6条の11第 2号に該当する者)への処理委託量

(1か ⑫欄 (lDの量のうち、処理業者への再生利用委託量

(1勧 ⑬欄 (といの量のうち、認定熱回収施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律

第15条の3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託量

(10⑭欄 (l① の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量

5 第2面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。

6 産業廃棄物の種類が2以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第2面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

7 ※欄は記入しないこと。



の ( 産業廃棄物の種類:ガラス・陶磁器くず  )

実績値

629

0

0

0

項 目

①排出量

②十③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+◎自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

③熱回収認定業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

むa9①

自ら直接処理した後
再生利用した量

③

自ら中間処理によ

り減量した量

自ら中間処理した
後の残さ量

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

②

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

排出量

62.9①

有償物量

不要物等発

（
第

２
面

）



宋施状況 (産業廃棄物の種類: コンクリート殻   )

①のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

① l

自ら直接処理した後
再生利用した量

①

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量
自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

有償物量

94.75

排出量

不要物等発生

実績値

94.75

0

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

④熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



祀の (産業廃棄物の種類:   木くず )

実績値

148115

0

0

14116

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

①全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

○熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

①のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

1嶋_115

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量
自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ

り減量した量

②

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

148.115①

有償物量

排出量

不要物等発生

（
第

２
面

）



 

 

様式第二号の九(第八条の四の六関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画実施状況報告書 

令和７年７月１１日 

 

長崎県知事 大石 賢吾 殿 

 

提出者                                

住 所 東京都渋谷区千駄ヶ谷５丁目２７番５号リンクスクエア新宿８階 

氏 名 モメンティブ・テクノロジーズ・山形株式会社         

代表取締役 斎藤 和也                    

電話番号 ０９５６-８２-３３２０                   

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第 10項の規定に基づき、令和６年度の産業廃棄物処

理計画の実施状況を報告します。 

事 業 場 の 名 称  モメンティブ・テクノロジーズ・山形株式会社 長崎工場 

事 業 場 の 所 在 地  長崎県東彼杵郡川棚町百津郷２９６ 

事 業 の 種 類 ２１. 窯業・土石製品製造業 

産業廃棄物処理計画における

計 画 期 間 
令和６年４月１日 ～ 令和７年３月３１日 

産業廃棄物処理計画における目標値 

 

項目 目標値 項目 目標値 

排 出 量 1,888.37ｔ 全 処 理 委 託 量 1,888.37ｔ 

自ら再生利用を行う 

産 業 廃 棄 物 の 量 
0ｔ 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
1,810.19ｔ 

自ら熱回収を行う 

産 業 廃 棄 物 の 量 
0ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
148.97ｔ 

自ら中間処理により減量する 

産 業 廃 棄 物 の 量 
0ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
0ｔ 

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う 

産 業 廃 棄 物 の 量 

0ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

24.74ｔ 

※事務処理欄   

(日本産業規格 Ａ列４番) 

 



 

 

(第３面) 

備考 

１ 翌年度の６月30日までに提出すること。 

２ 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

３ 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。 

４ 第２面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)

に掲げる量を記入すること。 

(1) ①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量 

(2) ②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量 

(3) ③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量 

(4) ④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量 

(5) ⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行った量 

(6) ⑥欄 自ら中間処理をした後の量  

(7) ⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量 

(8) ⑧欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量 

(9) ⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量 

(10) ⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量 

(11) ⑪欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量 

(12) ⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量 

(13) ⑬欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量 

(14) ⑭欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量 

５ 第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。 

 ６ 産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 



（ 汚泥 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量 37.82t ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量 0
2554.68t

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑪優良認定処理業者への
処理委託量 2554.68t

0
⑦自ら中間処理により減量し
た量 0 0 0

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量 0 ⑩のうち熱回収認定

業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0 ④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

2554.68t 2554.68t

0
②＋⑧
自ら再生利用を行った量 0 ⑩のうち熱回収認定

業者への処理委託量

①排出量 2554.68t 0 0

37.82t
項目 実績値

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

2554.68t 0
⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

排出量

（

第
２
面
）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0 0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量



（ ガラス・陶磁器くず ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量 108.88t ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量 0
0.01t

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑪優良認定処理業者への
処理委託量 0.01t

0
⑦自ら中間処理により減量し
た量 0 0 0

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量 0 ⑩のうち熱回収認定

業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0 ④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

121.79t 121.79t

0
②＋⑧
自ら再生利用を行った量 0 ⑩のうち熱回収認定

業者への処理委託量

①排出量 121.79t 0 0

108.88t
項目 実績値

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

121.79t 0
⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

排出量

（

第
２
面
）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0 0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量



（ 木くず ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量 3.45t ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量 0
3.45t

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑪優良認定処理業者への
処理委託量 3.45t

0
⑦自ら中間処理により減量し
た量 0 0 0

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量 0 ⑩のうち熱回収認定

業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0 ④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

3.45t 3.45t

0
②＋⑧
自ら再生利用を行った量 0 ⑩のうち熱回収認定

業者への処理委託量

①排出量 3.45t 0 0

3.45t
項目 実績値

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

3.45t 0
⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

排出量

（

第
２
面
）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0 0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量



（ 廃プラスチック類 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（

第
２
面
）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0 0

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

19.30t 0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

0 0 0

④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

0 0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

19.30t

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

4.58t

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0

19.30t

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

項目 実績値

①排出量 19.30t
②＋⑧
自ら再生利用を行った量 0

⑤自ら熱回収を行った量 0
⑦自ら中間処理により減量し
た量 0
③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量 0

⑩全処理委託量 19.30t
⑪優良認定処理業者への
処理委託量 4.58t

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

19.30t

⑫再生利用業者への処理
委託量 0
⑬熱回収認定業者への処理
委託量 0



（ 廃油 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（

第
２
面
）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0 0

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

排出量

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0

0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0 0

0
②＋⑧
自ら再生利用を行った量 0

項目 実績値
自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 0 0

⑤自ら熱回収を行った量 0 ④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

0

⑦自ら中間処理により減量し
た量 0 0 0

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

0
0

⑪優良認定処理業者への
処理委託量 0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 0 0

⑫再生利用業者への処理
委託量 0 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量 0



（ 廃アルカリ ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量 0 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量 0
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 0 0

⑪優良認定処理業者への
処理委託量 0 0

⑦自ら中間処理により減量し
た量 0 0 0

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量 0

0
②＋⑧
自ら再生利用を行った量 0 ⑩のうち熱回収認定

業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0 ④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量 0

項目 実績値
自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 0 0 0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0 0
⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

（

第
２
面
）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0 0

排出量



（ 廃酸 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（

第
２
面
）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0 0

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0.10t 0
⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0
項目 実績値

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 0.10t 0 0 0
②＋⑧
自ら再生利用を行った量 0 ⑩のうち熱回収認定

業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0 ④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量 0

⑦自ら中間処理により減量し
た量 0 0 0

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量 0 ⑩のうち熱回収認定

業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 0.10t 0

⑪優良認定処理業者への
処理委託量 0 0.10t
⑫再生利用業者への処理
委託量 0 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量 0
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0.10t



（ 金属くず ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（

第
２
面
）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0 0

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0 0
⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0
項目 実績値

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 0 0 0 0
②＋⑧
自ら再生利用を行った量 0 ⑩のうち熱回収認定

業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0 ④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量 0

⑦自ら中間処理により減量し
た量 0 0 0

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量 0 ⑩のうち熱回収認定

業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 0 0

⑪優良認定処理業者への
処理委託量 0 0
⑫再生利用業者への処理
委託量 0 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量 0
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0



（ 特管廃油 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量 0 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量 0
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 0 0

⑪優良認定処理業者への
処理委託量 0 0

⑦自ら中間処理により減量し
た量 0 0 0

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量 0

0
②＋⑧
自ら再生利用を行った量 0 ⑩のうち熱回収認定

業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0 ④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量 0

項目 実績値
自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 0 0 0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0 0
⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

（

第
２
面
）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0 0

排出量



（ 特管廃酸 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（

第
２
面
）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0 0

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0 0
⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0
項目 実績値

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 0 0 0 0
②＋⑧
自ら再生利用を行った量 0 ⑩のうち熱回収認定

業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0 ④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量 0

⑦自ら中間処理により減量し
た量 0 0 0

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量 0 ⑩のうち熱回収認定

業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 0 0

⑪優良認定処理業者への
処理委託量 0 0
⑫再生利用業者への処理
委託量 0 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量 0
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0



産業廃棄物処理実績（令和6年度）
（単位：ｔ）

全処理委託量
優良認定処理
業者への処理
委託量

再生利用業者
への処理委託

量

認定熱回収業
者への処理委

託量

認定熱回収業
者以外の熱回
収を行う業者
への処理委託

量

汚泥 2554.68 2554.68 2554.68 37.82

ｶﾞﾗｽ陶磁器くず 121.79 121.79 0.01 108.89

木屑 3.45 3.45 3.45 3.45

廃プラ 19.30 19.30 4.58 19.30

廃油

廃アルカリ

廃酸 0.10 0.10 0.10

金属くず

特管廃油

特管廃酸

合計 2699.32 2699.32 2562.72 150.16 19.40

産業廃棄物処理計画（令和7年度）
（単位：ｔ）

全処理委託量
優良認定処理
業者への処理
委託量

再生利用業者
への処理委託

量

認定熱回収業
者への処理委

託量

認定熱回収業
者以外の熱回
収を行う業者
への処理委託

量

汚泥 2554.68 2554.68 2554.68 37.82

ｶﾞﾗｽ陶磁器くず 121.79 121.79 0.01 108.89

木屑 3.45 3.45 3.45 3.45

廃プラ 19.30 19.30 4.58 19.30

廃油

廃アルカリ

廃酸 0.10 0.10 0.10

金属くず

特管廃油

特管廃酸

合計 2699.32 2699.32 2562.72 150.16 19.40

自ら埋立て処
分又は海洋投
入処分を行う
産業廃棄物量

処理委託処分量

廃棄物名
産業廃棄物
発生量（計画）

自ら再生利用
を行った産業
廃棄物量

自ら熱回収を
行った産業廃
棄物量

自ら中間処理
により減量した
産業廃棄物量

処理委託処分量

廃棄物名
産業廃棄物
発生量

自ら再生利用
を行った産業
廃棄物量

自ら熱回収を
行った産業廃
棄物量

自ら中間処理
により減量した
産業廃棄物量

自ら埋立て処
分又は海洋投
入処分を行う
産業廃棄物量



様式第二号の九 (第人条の四の六関係 )

(第 1面 )

産業廃棄オ勿処理計画実施状況報告書

令和7年 5月 12口

長崎県知事 大石 賢吾 殿

提出者

住 所 佐世イ呆市天満町4番 25号
氏 名 鰯山口組 代表取締役 前田秀樹
(法人にあつては、名称及び代表者の氏名)

電話番 号  (0956)23-1141

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、2024年度の産業廃棄物処理

計画の実施状況を報告します。

事 業 場 の 名 称 株式会社 山口組

事 業 場 の 所 在 地 長崎県佐世保市天満町4番 25号

事 業 の 種 類 総合工事業

産業廃棄物処理計画における

計  画  期  間
令不日6年 4月 1日 ～令和 7年 3月 31日

産業廃棄物処理計画における目標値

項 目 目標値 項 目 目標値

排    出   量 7,000t 全 処 理 委 託 量 4,500t

自ら再生利用を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量
2,500t

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
Ot

自 ら熱 回 収 を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量
Ot
再生利用業者への

処 理 委 託 量
4,500t

自ら中間処理により減量する

産 業 廃 棄 物 の 量
Ot
認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
Ot

自 ら埋 立 処 分 又 は

海洋投入処分を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量
OtOt

※事務処理欄

(日本工業規格 A列 4番)



計国の要 (産業廃棄物の種類 : がれき類 )

0

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

0廼

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑭    5,425.61

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

5,425.61

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0①

自ら直接処理した後
再生利用した量

①    l,134.00

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

自ら中間処理した
後の残さ量

1,134.00

0

自ら中間処理によ
り減量した量

0②

0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

1,134.00

④のうち熱回収
を行つた量

0

自ら直接
再生利用した量

①  6,559.61

有償物量

排出量

不要物等発生

実績値

6,559.61

1,134.00

0

0

0

5,425.61

0

5,425.61

0

0

項 目

○排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

①再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



(第 3面 )

備考

1 翌年度の6月 30日 までに提出すること。

2 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

3 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。

4 第 2面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)か ら(14)

に掲げる量を記入すること。

(1)①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量

(2)②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(3)③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

(4)④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5)⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行つた量

(6)⑥欄 自ら中間処理をした後の量

(7)⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8)③欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(9)③欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

(10)⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量

(11)①欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第6条の11第 2号に該当する者)への処理委託量

(12)⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

(13)⑬欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律

第15条の3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託量

(14)⑭欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行つている処理業者への

焼去l]処理委託量

5 第 2面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。

6 産業廃棄物の種類が2以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第 2面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

7 ※欄は記入しないこと。



様式第二号の九 (第人条の四の六関係 )

(第 1面 )

提出者

住 所    長崎県長崎市西坂町 2番 3号
氏 名   大和リース株式会社 長崎支店

支店長 正本 裕秋
(法人にあつては、名称及び代表者の氏名 )

電言舌番号     095-822-0600

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、令和 6年度の産業廃棄物処
理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

長崎県知事 大石 賢吾 殿

令不日7年  6月  9日

大和リース株式会社 長崎支店事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地 長崎県長崎市西坂町 2番 3号

事 業 の 種 類 令和 6年 4月 1日 ～令和 7年 3月 31日

産業廃棄物処理計画における

計  画  期  間 総合
工事業

990.14tOt

Ot Ot

Ot Ot

Ot Ot

項 目

排   出   量 全 処 理 委 託 量

目標値

990,14t

目標値

990。 14t

産業廃棄物処理計画における目標値

項 目

自ら再生利用を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら埋 立処 分 又 は

海洋投入処分を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら熱 回収 を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により減量する

産 業 廃 棄 物 の 量

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

再生利用業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

※事務処理欄

(日本産業規格 Aア f

12



異施状況 (産業廃棄物の種類 :汚泥 )

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

1.98
①

不要物等発生

|■0

実績値

1.98

0

0

項 目

①排出量

②十③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

|:■ i●II● I● I●■■■■■!■

（
第

２
面

）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 : 廃プラスチック   )

実績値

2892

0

0

0

|● |■ i,1学4

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

②再生利用業者への処理
委託量

④熱回収認定業者への処理
委託量

④熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

0③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0

自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理によ

り減量した量

自ら直接
再生利用した量

0②

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

0

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

2892①

不要物等発生

（
第

２
面

）



計画の冥施状況 (産業廃棄物の種類:紙くず )

①のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

0②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

有償物量

排出量

3.15①

不要物等発生量

実績値

315

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



己 (産業廃棄物の種類:木くず )

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

①のうち再生利用
業者への処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した

後の残さ量

0

自ら中間処理によ

り減量した量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

15.95

排出量

有償物量

不要物等発

実績値

1595

0

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類:金属くず )

①のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

0

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

有償物量

排出量

17.06①

不要物等発生

実績値

1700

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処理

委託量

（
第

２
面

）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類:ガラス陶磁器くず  )

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0

自ら中間処理した

後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

0

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

有償物量

排出量

11.2①

不要物等発生

実績値

112

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

②再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



兄 (産業廃棄物の種類 : 石膏ボード )

①のうち再生利用
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

0

0

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

0

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

有償物量

排出量

20.1
①

不要物等発生

実績値

20,1

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

④熱回収認定業者への処理
委託量

④熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :その他がれき   )

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

0

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

0.74①

不要物等発生量

実績値

0.74

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処理

委託量

IIIIIIII!||!イ |■ ::||イオ::|IIIIIIIIII

卵 万
=IIIIIIIIIIIIII

（
第

２
面

）



(産業廃棄物の種類 :コンクリートがら  )

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

⑫

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

有償物量

排出量

297.58①

不要物等発生量

実績値

297.58

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



計画の (産業廃棄物の種類:アスコンがら )

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

自ら中間処理
した量

有償物量

排出量

210.58①

不要物等発生

実績値

210,58

・ ■■■|||||||||IC

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

②再生利用業者への処理
委託量

④熱回収認定業者への処理
委託量

④熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



冦の (産業廃棄物の種類:合計 )

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の
熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0⑥

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

0

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

0

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

有償物量

排出量

607.49①

不要物等発生

実績値

607.49

0

0

項 目

①排出量

②+⑥
自ら再生利用を行つた量

③自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



様式第二号の九(第八条の四の六関係)

(第 1面 )

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和 7年 5月 27日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

提出者
住所  諫早市小豆崎町697番地

氏名  株式会社 吉次工業
代表取締役 吉次 泰枠

電話番号  0957-21-3353

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、令和 6年度の産業廃棄物
処理計画の実施状況を報告します。

事 業 場 の 名 称 株式会社 吉次工業

事 業 場 の 所 在 地 長崎県諫早市小豆崎町697番地

事 業 の 種 類 建設業 (総合工事業)

産業廃棄物処理計画における
計   画   期  間 令和 6年4月 1日 ～令和 7年 3月 31日までの1年間

295 t

0 t

0 t

項 目

2,065  t 2,065  t

O      t

1,747  t

O      t

O      t 200   t

再

処

認

処

19 間 理により

理 へ の

利 用 へ の

産業廃棄物処理計画における目標値

全 処 理 委 託 量

以

排   出   量

定熱回収業者への

理 委 託 量

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

自ら再生利用を行う

産 業 廃 棄 物 の 量

自ら埋立 処分 又 は

海洋投入処分を行う

産 業 廃 棄 物 の 量

自ら熱 回 収 を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

減 量 す る

産 業 廃 棄 物 の 量

処 理 委 託 量

理 委 託

※事務処理欄

一Hプ:h127

(日本産



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :コンクリート塊他 12品 日)(総括表)

実績値

1,806t

Ot

Ot

Ot

Ot

1,306 t

536t

1, 233t

Ot

9.24 t

項 目

①排出量

⑫+①目ら再生利用を

行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑭目ら中間処理により減
量した量

餅 ⑨目ら理立処分又は

海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

∪優艮認足処理業者への

処理委託量

⑭再生利用業者への処理

委託量

①熱回収認定業者への

処理委託量

⑭烈回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処理

委託量

りのうち再生利用

業者への処理委託量

1, 233 t
⑫

⑩のうち熱回収認定

業者への処理委託量

①   Ot

⑩のうち熱回収認定

業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

9.24t●

自ら中間処理した

後再生利用した量

①     ot

自ら中間処理した後

自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

Ot③

百L接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

1,806 t
①

①のうち優良認定
処理業者への

処理委託量

Q)     536t

した量

間b

後の残さ量

自ら百ヒ接

再生利用した量

OtQ2)

自ら直接埋立処分又

は海洋投入処分した量

Ot③

有 償 物 量

Ot

排  出  量

1,806 t
①

不要物等発生量

（器
的
団
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類:コンクリート塊)

実績値

536.08 t

Ot

Ot

Ot

Ot

536.08t

48.08 t

488t

Ot

Ot

項 目

①排出量

D③ 目ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑭目ら中間処理により滅
量した量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

①全処理委託量

∪優艮認疋処理菜者への

処理委託量

⑭再生利用業者への処理
委託量
①熟回収認定業者への

処理委託量

廼烈回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処理

委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

QЭ      488 t

廼のうち熱回収認定

業者への処理委託量

①     Ot

⑩のうち熱回収認定

業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

廼     Ot

(⊃       Ot

自ら中間処理した後

自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

Ot③

E手妥及び目ら

中間処理した後の

処理委託量

QD    536.08 t

処理業者への

つ

48.08t

目ら中間処理した

後再生利用した量

し

した量 後の残さ量

ち

自ら直接

再生利用した量

Ot②

自ら百L接埋立処分又
は海洋投入処分した量

Ot③

有 償 物
Ot

排  出  量

QD    536.08t

不要物等発生量

（器
Ｎ
団
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類:その他のがれき類)

実績値

29.89 t

Ot

Ot

Ot

Ot

29.39 t

29.89 t

Ot

Ot

Ot

項 目

①排出量

⑫Ю 目ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑭目ら中間処理により減

量した量

③十③自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行った量

①全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量
⑭再生利用業者への処理

委託量

①熱回収認定業者への

処理委託量

∪烈回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処理

委託量

①のうち再生利用
業者への処理委託量

Ot⑫

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①     Ot

⑪のうち烈回収認定

業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

廼     Ot

目ら中間処理した

後再生利用した量

①     Ot

自ら中間処理した後

自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

Ot③

E接及び目ら
中間処理した後の

処理委託量

①  29.39t

処理業者への

29.89 t

後の残さ量した量

目ら百L腰
再生利用した量

Ot⑫

自ら直接埋立処分又

は海洋投入処分した量

Ot③

有 償 物 量
Ot

排  出  量

Qり     29.89 t

不要物等発生量

（糾
山
日
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類:ガラスくず、陶器くず)

実績値

34.39 t

Ot

Ot

Ot

Ot

34.39t

23.2  t

Ot

Ot

Ot

項 目

①排出量

②Ю 自ら再生利用を

行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑭自ら中間処理により減
量した量

⑨Ю 目ら埋立処分又は

海洋投入処分を行つた量

①全処理委託量

●優良認定処理業者への

処理委託量

⑭再生利用業者への処理

委託量
①烈回収認足業者への

処理委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

般のうち再生利用

業者への処理委託量

Ot⑫

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①   Ot

廻のうち熱回収認定

業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

廼     。t

用した

Ot

自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

Ot

中間処理した後の

処理委託量

34.39 t

⑩のうち優良認定
処理業者への

処理委託量

Q9     23.2t

Ot

り減量した量

Ot

自ら直接

再生利用した量

Ot②

自らE接埋立処分又
は海洋投入処分した量

Ot③

し

Ot

を行つた量

Ot

有 償 物
Ot

排  出  量

34.39 t①

不要物等発生量

（器
Ｎ
団
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類:廃プラスチック)

実績値

92.32 t

Ot

Ot

Ot

Ot

92.32 t

36.3  t

Ot

Ot

Ot

項 目

①排出量

⑫キ鮭8)目 ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

∪目ら中間処理により減
量した量

⑨十⑨目ら埋立処分又は

海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

∪優艮認疋処理菜者への

処理委託量

∪再生利用菜者への処理

委託量

①烈回収認疋葉者への

処理委託量

∪烈回収認疋菜者以外の

熱回収を行う業者への処理

委託量

りのうち再生利用

業者への処理委託量

Ot⑫

廼のうち熱回収認定

業者への処理委託量

①     Ot

①のうち熱回収認定

業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

Ot廼

自ら中間処理した

後再生利用した量

③     Ot

自ら中間処理した後

自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

Ot

中間処理した後の

処理委託量

92.32 t

①のうち優良認定
処理業者への

処理委託量

⑪
      36.3t

残さ量

Ot

り し

Ot

自ら直接

再生利用した量

Ot②

自ら直接埋立処分又

は海洋投入処分した量

Ot③

した量

Ot

Ot

有 償  物
Ot

排  出  量

QD    92.32 t

不要物等発生量

（糾
巾
副
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類:金属くず)

実績値

84.07 t

Ot

Ot

Ot

Ot

84.07 t

5887  t

2.39 t

Ot

Ot

項 目

①排出量

餅 ③自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑭自ら中間処理により減
量した量

③+⑨自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行つた量

①全処理委託量

廼優艮認定処理業者への

処理委託量

∪再生利用業者への処理

委託量

①烈回収認足業者への

処理委託量

∪烈回収認疋菜者以外の

熱回収を行う業者への処理

委託量

①のうち再生利用
業者への処理委託量

C9     239 t

⑩のうち熱回収認定

業者への処理委託量

①     Ot

廻のうち裂回収認定

業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

廼     。t

自ら中間処理した

後再生利用した量

Ot③

間う

自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

Ot

中間処理した後の

処理委託量

84.07 t

⑩のうち優艮認定

処理業者への

処理委託量

(D     58.87t

後の残さ量

Ot

り減量した量

Ot

自ら直接

再生利用した量

Ot②

自らE接埋立処分又
は海洋投入処分した量

Ot③

間ら

した量

Ot

を行つた量

Ot

有 償 物
Ot

排  出  量

84.07 t①

不要物等発生量

（糾
巾
副
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類:建設汚泥)

実績値

0.21t

Ot

Ot

Ot

Ot

0.21 t

0.21 t

Ot

Ot

Ot

項 目

①排出量

餅 c8)目 ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑭目ら中間処理により減
量した量

⑨+⑨目ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

①全処理委託量

①優良認定処理業者への

処理委託量

⑭再生利用業者への処理
委託量
①烈回収認疋菜者への

処理委託量

∪烈回収認疋業者以外の

熱回収を行う業者への処理

委託量

③のうち熱回収認定

業者への処理委託量

①   ot

③のうち熱回収認定

業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑭     ot

廻のうち再生利用

業者への処理委託量

Ot⑫

目ら中間処理した

後再生利用した量

③     Ot

自ら中間処理

自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

Ot

中間処理した後の

0.21 t

⑩のうち優艮認足
処理業者への

処理委託量

・
   0.21 t

Ot

り減量した量

Ot

目らE接
再生利用した量

Ot②

自ら直接埋立処分又

は海洋投入処分した量

Ot③

した量

Ot

を行つた量

Ot

有 償 物 量

Ot

排  出  量

①   O.21t

不要物等発生量

（糾
巾
団
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :廃石青ボード)

実績値

39.lt

Ot

Ot

Ot

Ot

39.l t

39.l  t

Ot

Ot

Ot

項 目

①排出量

⑫+⑨目ら再生利用を

行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑭自ら中間処理により減
量した量

③+⑨目ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

①全処理委託量

∪優艮認冠処理菜者への

処理委託量

⑭再生利用業者への処理

委託量

①烈回収認定業者への

処理委託量

∪烈回収認疋菜者以外の

熱回収を行う業者への処理

委託量

処のうち再生利用

業者への処理委託量

⑭    Ot

⑪のうち熱回収認定

業者への処理委託量

Ot①

⑩のうち熱回収認定

業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

廼     Ot

目ら中間処理した

後再生利用した量

Ot③

自ら中間処理した後

自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

Ot⑨

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

Q'    39.l t

処理業者への

処理

39.l t

理

した量

間う

の残さ量

自ら直接

再生利用した量

Ot②

自ら直接埋立処分又

は海洋投入処分した量

Ot③

有 償 物 量
Ot

排  出  量

39.l t①

不要物等発生量

（糾
巾
団
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類:木くず)

実績値

894.14 t

Ot

Ot

Ot

Ot

894.14 t

69.36 t

792.23 t

Ot

9.24 t

項 目

①排出量

②+①自ら再生利用を

行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑭自ら中間処理により減

量した量

徘 ③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

①全処理委託量

∪侵艮認疋処理業者への

処理委託量

⑭再生利用業者への処理

委託量

①烈回収認疋菜看への

処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処理

委託量

りのうち再生利用

業者への処理委託量

Q少    792.23 t

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①     Ot

①のうち熱回収認定

業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

9.24t①

自ら中間処理した

後再生利用した量

①     Ot

自ら中間処理した後

自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

Ot③

盲L接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

3944.14 t
⑩

⑩のうち優良認定
処理業者への

処理委託量

69.36t①

自ら直接

再生利用した量

Ot②

自ら百L接埋立処分又
は海洋投入処分した量

Ot③

残さ量した量

有 償 物 量

Ot

排  出  量

Q9    894.14 t

不要物等発生量

（器
Ｎ
副
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類:紙くず)

実績値

11.64t

Ot

Ot

Ot

Ot

11.64 t

11.64 t

Ot

Ot

Ot

項 目

①排出量

砂 ⑨目ら再生利用を

行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑫自ら中間処理により減
量した量

餅 ⑨目ら埋立処分又は

海洋投入処分を行つた量

①全処理委託量

ё優良認定処理業者への
処理委託量

∪再生利用菓者への処理

委託量

①烈回収認定業者への

処理委託量

⑭烈回収認疋菜者以外の

熱回収を行う業者への処理

委託量

Q9       0t

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑭    Ot

⑩のうち熱回収認定

業者への処理委託量

⑪のうち熟回収認定

業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

∪     Ot

目ら中間処理した

後再生利用した量

③     Ot

間

自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

Ot

中間処理した後の

処理委託量

11.64 t

⑩のうち優良認定

処理業者への

処理委託量

Q9    11.64 t

三里

Ot

り減量した量

理によ

Ot

自ら百L接
再生利用した量

Ot②

自ら直接埋立処分又

は海洋投入処分した量

Ot③

した量

Ot

を行つた量

Ot

排  出  量

①  ll.64t

有 償 物 量

Ot

不要物等発生量

（器
Ｎ
日
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :繊維くず)

実績値

0.36t

Ot

Ot

Ot

Ot

0.36 t

0.36  t

Ot

Ot

Ot

項 目

①排出量

②Ю 目ら再生利用を

行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑭自ら中間処理により減
量した量

⑨+⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

①全処理委託量

∪優艮訟疋処理栗者への

処理委託量

∪再生利用菜者への処理

委託量

①烈回収認疋菜者への

処理委託量

∪烈回収認疋葉者以外の

熱回収を行う業者への処理

委託量

③のうち熟回収認定

業者への処理委託量

Ot⑬

⑩のうち熱回収認定

業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

廼   Ot

⑭のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫   Ot

Ot

ら

自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

Ot

ち

中間処理した後の

処理委託量

0.36 t

辺のうち優艮認疋

処理業者への

処理委託量

0.36t①

後の残さ量

Ot

り減量した量

Ot

目ら百L接
再生利用した量

Ot⑫

自ら直接埋立処分又

は海洋投入処分した量

Ot③

した量

Ot

Ot

排  出  量
qD     O.36 t

有 償 物 量
Ot

不要物等発生量

（器
向
団
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類:窯業系外装板)

実績値

5t

Ot

Ot

Ot

Ot

5t

Ot

Ot

Ot

Ot

項 目

①排出量

②+①自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑭目ら中間処理により減
量した量

9⑨ 目ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

ё優艮認定処理業者への
処理委託量
⑭再生利用業者への処理
委託量
①烈回収認疋莱者への

処理委託量

∪烈回収認疋菜看以外の

熱回収を行う業者への処理

委託量

①のうち再生利用
業者への処理委託量

⑭    ot

①のうち熱回収認定

業者への処理委託量

①     Ot

①のうち熱回収認定

業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

Ot●

Ot

自ら中間処理した後

自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

Ot③

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

①    5t

りのうち優艮認疋

処理業者への

処理委託量

①   ot

した量

ら

自ら中間処理した

後の残さ量

Ot③

自ら中間処理によ

り減量した量

Ot⑦

自ら直接

再生利用した量

Ot②

自ら直接埋立処分又

は海洋投入処分した量

Ot③

目ら中間処理

した量

Ot④

④のうち熱回収
を行つた量

Ot③

有 償 物
Ot

排  出  量

①        5t

不要物等発生量

（削
Ｎ
日
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類 :廃油)

実績値

3.3 t

Ot

Ot

Ot

Ot

3.3t

3.3t

Ot

Ot

Ot

項 目

①排出量

②+③自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑭ 目ら中間処理により滅

量した量

③+⑨自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への

処理委託量

⑭再生利用業者への処理

委託量

①烈回収認定業者への

処理委託量

廼烈回収認疋菜者以外の

熱回収を行う業者への処理

委託量

①のうち再生利用
業者への処理委託量

Ot⑭

業者への処理委託量

Ot

①のうち熱回収認定

業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

廼    3.3t

Ot⑨

百L接及び目ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩  3.3t

処理業者への

3.3 t

目ら中間処理した

後再生利用した量

Ot③

自ら中間処理した後

自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量後の残さ量した量

自ら直接埋立処分又

は海洋投入処分した量

Ot③

自らE接
再生利用した量

Ot②

有 償 物
Ot

排  出  量

①     3.3t

不要物等発生量

（器
巾
日
）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類:混合廃棄物)

実績値

75.4t

Ot

Ot

Ot

Ot

75.4 t

75.4 t

Ot

Ot

Ot

項 目

①排出量

②+③自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑭目ら中間処理により減
量した量

⑨+⑨目ら理立処分又は

海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への

処理委託量

⑭再生利用業者への処理
委託量
①勲回収認定業者への

処理委託量

ё勲回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処理

委託量

廻のうち再生利用

業者への処理委託量

Ot⑭

①のうち熱回収認定

業者への処理委託量

①     Ot

⑪のうち熱回収認定

業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

∪     Ot

目ら中間処理した

後再生利用した量

《)       Ot

自ら中間処理した後

自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

Ot③

百L子妥及び目ら

中間処理した後の

処理委託量

Q働      754 t

処理業者への

託量

75.4t

後の残さ量した量

目らE腰
再生利用した量

Ot②

自ら直接埋立処分又

は海洋投入処分した量

Ot③

有 償 物 量
Ot

排  出  量

QD     75.4 t

不要物等発生量

（糾
Ｎ
団
）



(第 3面 )

1翌年度の6月 60日 までに提出すること。

2「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

3「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入のこと。

4第 2面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～①の欄にそれぞれに、(1)から(14)

に掲げる量を記入すること。

(1)①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量

(2)②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(3)③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

(4)④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5)⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行つた量

(6)⑥欄 自ら中間処理をした後の量

(7)⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8)③欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(9)③欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

(10)⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量

(11)①欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者(廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第6条の11第2号に該当する者)への処理委託量

(12)⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

(13)①欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者(廃棄物の処理及び清掃に関する法律

第15条の3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託量

(14)①欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行つている処理業者への

焼却処理委託量

5第2面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を

記入すること。

6産業廃棄物の種類が2以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第2面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

7 ※欄は記入しないこと。



令和6年度 産業廃棄物処理実績表(島原日諫早地区)

(※数字はトン数を示す )

株式会社 吉次工業

計

490.39

792.23

0.00

0.00

1,282.62

9.24

504.53

0.00

0.00

0.00

0.00

513.77

1.00

5.21

3.29

9.50

1,805.89

(管 )混合

廃棄物

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

75.20

0.00

0.00

0.00

75.20

0.00

0.00

0.00

0.00

75.20

(安 )混合

廃棄物

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.20

0.00

0.00

0.00

0.20

0.00

0.00

0.00

0.00

0.20

廃油

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

3.29

3.29

3.29

窯業系

外装板

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

5.00

0.00

5.00

5.00

繊維くず

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.36

0.00

0.00

0.00

0.36

0.00

0.00

0.00

0.00

0.36

紙くず

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0,00

11.64

0.00

0.00

0.00

11.64

0.00

0.00

0.00

0.00

11.64

木くず

0.00

792.23

0.00

0.00

792.23

9.24

92.67

0.00

0.00

0.00

101.91

0.00

0.00

0.00

0.00

894.14

廃石青

ボード

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

39.10

0.00

0.00

0.00

39.10

0.00

0.00

0.00

0.00

39.10

建設

汚泥

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0。 21

0.00

0.21

0.21

金属くず

2.39

0.00

0.00

0.00

2.39

0.00

81.68

0.00

0.00

0.00

81.68

0.00

0.00

0.00

0.00

92.32 84.07

廃プラス

チック類

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

92.32

0.00

0.00

0.00

92.32

0.00

0.00

0.00

0.00

ガラスくず

陶器くず

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

33.39

0.00

0.00

0.00

33.39

1.00

0.00

0.00

1.00

34.39

その他

がれき類

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

29.89

0.00

0.00

0.00

29.89

0.00

0.00

0.00

0.00

29.89

コンクリート

塊

488.00

0.00

0.00

0.00

488.00

0.00

48.08

0.00

0.00

0.00

48.08

0.00

0.00

0.00

0.00

536.08

種類

再生資源 (破砕 )

肥料・家畜敷材

熱回収

脱水 (固化 )

小計

焼却(熱源)

破砕

脱水 (国化 )

選別

中和

小計

安定型

管理型

遮断型

小計

合計

処分

方法

再
生

施
設

中
間
処
理

頭
終
処
分


